
●イラストの葡萄の房は、あつまって、ふれあって、豊かな実りをつける社協活動、の意味を込めています
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山
科
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
第
3
期
山
科

区
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
平
成
25
年
度
～

29
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
計
画

の
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
が
、
学
区
を
活
動
の

基
礎
と
し
た
「
地
域
福
祉
推
進
モ
デ
ル
事

業
」
で
す
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
を
小
野
学
区
で
す
す

め
る
に
あ
た
り
、
日
頃
、
学
区
の
皆
様
が
感

じ
て
い
る
生
活
課
題
や
社
会
的
孤
立
、
地

域
福
祉
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
ご
意
見

を
お
聞
き
し
、
今
後
の
安
心
・
安
全
の
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
地
域
福
祉
活
動

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
平

成
27
年
３
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

小
野
学
区
21
町
内
会
の
う
ち
、
任
意
に

選
ん
だ
８
町
内
に
お
願
い
し
、
各
町
内
の
福

祉
委
員
・
隣
組
長
の
ご
協
力
に
よ
り

１
９
８
４
世
帯
に
配
布
し
、
７
４
９
世
帯
か

ら
回
収
し
ま
し
た
。
う
ち
、
有
効
回
答
数
は

７
３
２
世
帯
で
、
回
答
率
は
37
％
で
し
た
。

調
査
か
ら
は
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
少
な
い
人
や
社
会
的

孤
立
が
心
配
さ
れ
る
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
な

ど
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
は
見
え
に
く
い

こ
と
や
、
地
域
の
絆
や
高
齢
者
の
見
守
り

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
な
ど
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
関
係
施
設
・
機
関

や
団
体
、
ま
た
住
民
懇
談
会
の
場
等
で
、
よ

り
良
い
小
野
学
区
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
、
み
ん
な
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

～
熱
い
血
の
流
れ
た
福
祉
・
自
治
づ
く
り
、
み
ん
な
で
考
え
る
自
治
づ
く
り
を
～
小
野
学
区

あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
の
解
決
や
孤
立
防
止
に
向
け
た
安
心
・
安
全
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ

アンケートの結果（抜粋）
・困りごとや心配だと思っていることがある世帯は６割

で、困りごとや心配だと思っていることは、①老後の
こと、②家族の健康や病気、③税金や保険料の負担、
でした。

・日頃、暮らしや福祉・医療のことで相談する相手につ
いての質問では、相談できる人が身近にいない世帯
は、８％となっています。

・今後、住民自治活動に特に大切と思われるものは、①
地域住民の親睦・交流、②助けあい支えあいの福祉活
動、③災害に備えた活動や訓練、です。

・日頃、地域のことで何とかしなければならないと思っ
ていることは、①ひとり暮らしの高齢者や高齢者夫婦
世帯のこと、②災害や緊急時の連絡や避難のこと、③
自治会や地域団体の役員のなり手が少ないこと、です。

あらゆる生活課題の解決や孤立防止に向けた
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共同募金受配事業
●機関誌Be-Voは共同募金受配事業で作成しています。

学区で意見交換を重ねる

E-mail：fukusi08@mediawars.ne.jp
http://www.mediawars.ne.jp/~fukusi08/
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日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
高
齢
の
方
や
知
的
・
精
神
の
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
で
、
判
断

能
力
が
十
分
で
な
い
方
に
対
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
に
つ
い
て

お
手
伝
い
を
行
う
事
業
で
す
。
具
体
的
に
は
生
活
状
況
の
聞
き
取
り
や
郵
便
物
の
整
理
、
預
金

の
出
し
入
れ
や
公
共
料
金
・
利
用
料
の
支
払
い
を
行
い
ま
す
。
生
活
支
援
員
は
こ
の
事
業
の
担

い
手
と
し
て
、
利
用
者
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
山
科
区
で
は
67
名
の
生
活
支
援
員
の
登
録
が
あ
り
、
う
ち
45
名
の
方
が
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
活
動
中
の
生
活
支
援
員
を
対
象
に
年
３
回
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

10
月
に
行
っ
た
第
２
回
の
交
流
会
で
は
精
神
の
障
が
い
が
あ
る
方
の
事
例
検
討
を
行
い
、
日
頃

の
社
協
職
員
の
接
し
方
や
金
銭
管
理
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
に
も
参
加
い
た
だ

き
、
高
齢
者
と
の
接
し
方
や
制
度
の
説
明
等
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
11
月
に
開
催
し
た
公
開
講
座
で
は
、
自
分
に
合
っ
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ

ケ
ア
を
選
ぶ
た
め
に
、
山
科
区
内
の
複
数
の
介
護
保
険
事
業
所
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
食

事
の
特
長
、
介
護
度
や
障
が
い
へ
の
配
慮
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
家
族
や
自
分
の
身

近
な
問
題
と
し
て
、
介
護
を
さ
れ
て
い
な
い
方
も
含
め
、
多
く
の
方
に
熱
心
に
受
講
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
は
げ
ま
し
の
会
」
で
は
、
現
在
介
護
さ
れ
て
い
る
方
や
介
護
経
験
者
の
加
入
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
山
科
区
社
協
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
科
・
介
護
者
の
会
「
は
げ
ま
し
の
会
」
と
は

介
護
の
悩
み
を
共
有
し
、
励
ま
し
合
い
、
よ
り
よ
い
介
護
を
目
指
し
て
平
成
７
年
に
発

足
し
ま
し
た
。

公
開
講
座
や
介
護
者
の
集
い
で
介
護
に
役
立
つ
情
報
交
換
や
仲
間
づ
く
り
、
会
報

「
ほ
っ
と
に
ゅ
ー
す
」
で
身
近
な
介
護
に
関
す
る
情
報
発
信
や
、
介
護
経
験
者
が
相
談
を

受
け
付
け
る
な
ど
、
介
護
者
が
ゆ
と
り
を
持
っ
て
介
護
で
き
る
よ
う
、
と
も
に
手
を
つ
な

ぎ
、
支
え
合
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）

生
活
支
援
員
交
流
会

山
科
・
介
護
者
の
会
「
は
げ
ま
し
の
会
」

「
知
っ
て
る
？
　
あ
ん
な
デ
イ
、
こ
ん
な
デ
イ

～
行
き
た
い
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
た
め
に
～
」

山
科
・
介
護
者
の
会
「
は
げ
ま
し
の
会
」

「
知
っ
て
る
？
　
あ
ん
な
デ
イ
、
こ
ん
な
デ
イ

～
行
き
た
い
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
た
め
に
～
」

生活支援員の意見交換

グループごとに事務所へ質問や相談

参加者からの感想
・これからも利用者の良い相談相手として、生活に不
安のないように協力していきたい。
・支援の中で気付いた課題を共有して改善していけれ
ばと思う。
・幅広い年代の支援員がさまざまな方の支援をされて
いて、その経験や感想を聞いているだけでも大変勉
強になった。

公開
講座

参加者からの感想
・個人で多くの事業所の情報を得るのはと
ても難しいので、よい機会だった。

・事業所に質問もでき、来てよかった。
・介護者の会がどんな雰囲気かわかってよ
かった。また参加したい。
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地
域
住
民
、
福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、
行
政
が
一
堂
に
会
し
、
社
会
福
祉
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
方
を
顕
彰
し
、
ま
た
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
再
構
築
し
、
住
民
主
体
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
決
意
す
る
場
と
し
て
、
平
成
27
年
11
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、「
ま
ち
を
元
気
に
す
る
防
災
活
動
の
ヒ
ン
ト
」
と
題
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ

ラ
ス
・
ア
ー
ツ
の
室
﨑
友
輔
氏
か
ら
、
子
ど
も
を
中
心
と
す
る
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
主
な
対

象
に
、
震
災
時
に
必
要
な
知
識
や
技
を
、
ゲ
ー
ム
等
を
通
じ
て
楽
し
く
身
に
つ
け
て
も
ら
う
防

災
訓
練
を
活
用
し
て
、
地
域
住
民
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
た
事
例
等
を
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
は
、「
マ
マ
に
も
ぼ
く
わ
た
し
に
も
素
敵
な
出
会
い
を
」「
親
子
で
つ
な
が

る
素
敵
な
ひ
と
と
き
を
」「
地
域
で
の
育
ち
合
い
を
大
切
に
！
」
を
合
言
葉
に
、「
お
か
あ

さ
ん
と　

あ
・
そ
・
ぼ
！
わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
育
児
の
悩
み
や

不
安
を
気
軽
に
話
し
合
っ
た
り
、「
子
育
て
の
楽
し
さ
」
を
多
く
の
人
と
共
感
で
き
る
、
出

会
い
と
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、子
育
て
に
役
立
つ
企
画
を
開
催
予
定
で
す
。

一
度
、
遊
び
に
き
て
み
ま
せ
ん
か
。
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
山
科
区
社
協
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
科
子
育
て
応
援
団
と
は

「
た
く
さ
ん
の
子
育
て
仲
間
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」
と
、
平
成
14
年

に
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
人
や
団
体
が
山
科
区
内
の
子
育
て
を
応
援
す
る
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
今
で
は
、
多
く
の
人
や
団
体
が
手
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
未
就
園
・
未

就
学
児
親
子
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
世
代
だ
け
で
な
く
誰
も
が
「
地
域
全
体
で
子

育
て
・
子
育
ち
を
見
守
り
、
支
え
合
い
、
成
長
を
喜
び
合
え
る
山
科
区
」
と
感
じ
ら
れ
る

よ
う
、
親
と
子
と
地
域
を
つ
な
げ
る
架
け
橋
で
あ
り
た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

第
21
回 

山
科
社
会
福
祉
大
会

山
科
子
育
て
応
援
団

「
お
か
あ
さ
ん
と
　
あ
・
そ
・
ぼ
！
わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
」

団体や個人の地域福祉活動への顕彰

親子で一緒にハンカチ遊び

参加者からの感想
・子どもが楽しめる防災訓練を企画することで、多くの保護者が参
加するようになり、若い世代が地域福祉活動に関わるきっかけと
なったなど大変参考になった。
・他のイベントと防災訓練を組み合わせるなど、新しく効果的な開
催方法を検討していきたい。
・工夫しながら楽しんで事業を企画していくことで、地域力がアッ
プすると思った。

参加者からの感想
・この子が初めて会う子とこんなに意気投合して
遊んでいるのは珍しい。楽しそうでよかった。
・子連れで行けるお店や子ども対応に慣れている
病院等、地域のことや、育児のコツなどいろい
ろ知りたいけどなかなか聞ける場もなくて…。
・定期検診で言われたことが気になって悩んで
いたが、みんな同じようなことを言われていた
と知ってホッとした。こんな場がないと一人で
ずっと悩んでいたと思う。
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山科ボランティアグループ連絡会
　

ボランティア活動をはじめませんか。新しい出会いとすてきな仲間が待っています。
山科ボランティアグループ連絡会加入グループの一部を紹介します。
気になった活動は山科区社協までお気軽にお問い合わせください。

山科ボランティアグループ連絡会とは？
　区内で活動するボランティアグループで構成し、ボランティアグループ間での情報交換や、区社協
と協働して研修やイベント等の企画運営を行い、活動の活性化や地域福祉の推進に取り組んでいます。
　区内で活動されているボランティアグループの加入もお待ちしています。

わ　の　会
　主に山科保健センターのデイケアでボランティアとして参加。デイケアメンバーと一緒におしゃべりや
勉強など楽しい時間を過ごしています。

活動日時
山科保健センターデイケア 第1・3木曜 13：30～15：30
オリーブホットハウスのお手伝い等 第2・3火曜 13：00～15：15
定例会議 第１火曜 13：30～15：30

京都生協くらしの助け合いの会
　「困ったときはお互いさま」の気持ちで、普段のくらしを助け合い支え合う会です。会員間で家事援助や
外出の付き添い、子育て支援などを行います。

活動日時 随時　
定例会議 偶数月第２水曜 10：00～12：00

あそび隊
　幼児から小学生の子どもたちを対象に、山科中央公園などで遊びを通じて交流を深めます。また、地域
のおまつりのお手伝いや、イベントの企画・運営等も行っています。
活動日時 第3日曜 14：00～16：00

チ
ャ
リ
テ
ィ

Ｂ
Ｏ
Ｘ

■谷口昇様（山階学区）／10,271,038円（平成27年11月9日）

■NPO法人 自由人権国民会議様／100,000円（平成27年11月30日）

■株式会社京滋工業様／150,000円（平成27年12月10日）

■わくわく健康まーじゃん教室様／28,551円（平成27年12月10日）

ぐるっとふれ愛まちフェスタに毎年
参加しています。
バルーンアートなど子どもが楽しめる
企画を考えたり、ボランティア活動に
ついて広報します。

山
科
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り


